
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほどはら通信
発行 ／ 社会福祉法人あぶくま福祉会 就労継続支援Ｂ型事業所 ほどはら授産所  

〒960-0657 伊達市保原町字中瀬町 100 ℡／fax 024-575-4355 

ほどはら 

１０月の主な行事
１０月１日（火）利用者さんの健康診断 

辞令交付式 

４日（金）１０月生まれ利用者誕生会 

５日（土）土曜利用日 

８日（火）９月分工賃支給日 

２７日（日）あぶくま祭 

２８日（月）振替休日 

 

大橋治子さん  菅野カツヨさん  
 

誕生日おめでとうございます。誕生会は１０月４日に行

います。お楽しみに！ 

アクアテラス錦が丘の前で記念写真 

５年振りの研修旅行楽しむ！ 

９月２７日金曜日、ほどはら授産所利用者さんと保護者さんの研修旅行を 5年振りに行いまし

た。これまでコロナ禍のためできずにいましたが、今年再開、当日は利用者さんと保護者のみな

さん、引率職員あわせて４８名が参加しました。 

今回は、久しぶりの開催ということもあって、日帰りで早く帰ってこれるよう仙台市方面に出

かけました。 

初めに仙台市博物館の企画展「親鸞と東北の念仏」の展示を見学、京都本願寺に行かないとみ

られない仏画や掛け軸、東北地方の本願寺派のお寺の宝物を見ることができました。博物館の売

店では、お香やろうそく、京都の八つ橋などお土産物もありました。お昼は東一番町の牛タン利

久で舌鼓。みんなで牛タン定食をいただきました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

午後は、仙台市錦が丘 アクアテ

ラス錦が丘に移動しました。ここ

は、水と光の空間の中で、珍しい魚

や亀や蛇などを観察する水族館で

した。魚を身近に接するコーナーで

は、水槽に手を入れることができ、

メダカが手に寄ってくる様子を自

分で体験できたり、白い蛇を見た

り、わくわくしながら、皆さん興味

津々に見学していました。帰りに、

秋保ヴィレッジアグリエの森に寄

り、宮城のお土産や農産物のお買い

物を楽しみながら休憩をとりまし

た。 

仙台市博物館に入館する参加者の皆さん 

展示室に入る前にパンフレットを取る参加者さん

入館する参加者の皆さん 

常設展示室の展示物に見入る参加者の皆さん（上の写真５枚） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お昼は仙台名物 牛タンの定食、ビーフシチューもついて豪華な食事になりました（上の写真４枚） 

水生生物を興味深く見入る参加者の皆さん

（上の左右写真４枚） 

アグリエの森で買い物を済ませた後は、帰りの車中、差し入れいただいたお茶菓子をつ

まみながらくつろぎ、ほどはら授産所には予定時刻の午後４時半前に無事帰所しました。 

皆さんお疲れさまでした。また来年、お楽しみに！ 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集後記 / 暑さ寒さも彼岸まで、

本当にその通り、気温が下がり、やっ

と秋らしくなってきました▼９月２

７日の研修旅行は５年振り、多くの

皆さんにご参加をいただきありがと

うございました。博物館や水族館の

見学、牛タン昼食と楽しい一日にな

りました。今年ご参加いただけなか

った皆さん、来年はぜひご参加くだ

さい▼昨年に引き続きみんなで中秋

の名月お月見会を開きました。みな

さん、月（張り子）とススキを見なが

ら団子を食べて、満足そうでした。片

見月は縁起が悪いので、次回お月見

会は 10月 15日の十三夜に行います。

お楽しみに▼今年はあぶくま福祉会

として、９年ぶりに人事異動を行い

ました。組織の活性化、人材育成等々

いろいろな面で人事異動は大事なこ

とであり、今回発令された皆様の活

躍を祈念しております▼いよいよ１

０月２７日に「あぶくま祭」を内輪の

行事として再開します。施設ごとに

発表や出し物が予定されています。

お楽しみに。恒例の秋の花市ウィー

クは１１月中旬の週を予定していま

す。もう少々お待ちください。（M） 

＜追伸＞１０月号の発行遅延、お詫

び申し上げます。 

９月３０日、ほどはら授産所で、木村職業指導員とのお別れ会

を催しました。これは１０月１日付け、あぶくま福祉会の人事異

動発令による職員の配置換えで、木村光永職業指導員がだての郷

へ転出するために開きました。 

初めに中木所長からあいさつがあり、木村職員へこれまで２６

年間のお勤めいただいたほどはら授産所での御礼のことばと、異

動先のだての郷での活躍を祈念して、はなむけのことばがありま

した。つづいて、木村職員からあいさつがあり、これまでの御礼

のことばがありました、そのあと感謝と御礼の気持ちを込め、作

業各班と施設から花束の贈呈がありました。 

上記のほか今回あぶくま福祉会の人事異動では、相談支援事業

所よつばの木村千賀子相談支援員が、だての郷生活支援員に、だ

ての郷の熊坂正俊職員が、ほどはら授産所に配置替えで職業指導

員に、佐藤次長が法人事務長兼ほどはら授産所サービス管理責任

者に、鈴木主任が同所次長兼グループホーム管理者、松浦職業指

導員が兼務でグループホームサービス管理責任者に着任します。

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

中秋の名月 お月見会開く！ 
９月１７日に「中秋の名月」の日に合

わせて「お月さまが出る前のお月見会」

を開きました。 

開会のあと、中木所長から中秋の名月

のお話しがあり、お月見の風習は平安時

代にはじまり、現代に受け継がれ秋の澄

んだ空気の夜空の月をながめ、お供えを

あげ農作物の豊作を祈り、収穫への感謝

を表す意味合いがあることなどのお話

を聞きました。続いて、みんなでお月さ

まの歌を歌いました。歌と同時にお月さ

まが正面に現れました。歌い終わってお

月様が出たところで、みんなであんこだ

んごをいただき、本物の月が夕方に出る

前のお月見会を楽しみました。 

 木村職員とのお別れ会開く 

作業各班の代表者から花束を受け取る木村職員㊧ 

だんごをいただく利用者の皆さん 
お月様登場 


